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第
一
次
産
業
が
基
盤
の
島 

八
丈
島
は
、
東
京
の
南
方
海
上
二
八
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
、

面
積
六
九
・
一
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
ひ
ょ
う
た
ん
型
を
し
た
島
で

あ
る
。
富
士
火
山
帯
に
属
す
る
火
山
島
で
あ
り
、
南
東
部
を
占
め
る
三

原
山
（
七
〇
〇・九
メ
ー
ト
ル
）
と
北
西
部
を
占
め
る
八
丈
富
士
（
八
五
四・

三
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
気
候
は
、
黒
潮
暖
流
の
影
響
を

受
け
た
海
洋
性
気
候
で
、
年
平
均
気
温
は
一
七
・
八
度
、
雨
が
多
く
高

温
多
湿
が
特
徴
で
あ
る
。

産
業
は
、
農
業
と
沿
岸
漁
業
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
農
業
は
気
候
を

活
か
し
た
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
・
ロ
ベ
レ
ニ
ー
な
ど
の
花
き
・
園
芸
植
物
で
、

漁
業
は
キ
ン
メ
ダ
イ
、
ト
ビ
ウ
オ
、
カ
ツ
オ
、
ム
ロ
ア
ジ
な
ど
を
お
も

東
京
都
八
丈
町

八
丈
町
長
　
山
下 

奉
也

物
流
・
医
療
・
デ
ジ
タ
ル
、

未
来
へ
躍
進
す
る
た
め
の
三
つ
の
提
言

特産品のキンメダイ。

町の伝統工芸品・本場黄八丈織。
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に
漁
獲
し
て
い
る
。
商
工
業
で
は
、
焼
酎
や
く
さ
や
加
工
、
伝
統
的
工

芸
品
の
本
場
黄き

八は
ち

丈じ
ょ
う

織
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
の
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
業

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

島
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、空
路
（
全
日
空
）
で
は
羽
田
空
港
よ
り
約
五
五

分
、
海
路
（
東
海
汽
船
）
で
は
竹
芝
桟
橋
か
ら
夜
行
便
で
三
宅
島
・
御み

蔵く
ら

島
を
経
由
し
て
、
約
一
一
時
間
で
到
着
す
る
。
ほ
か
に
伊
豆
諸
島
を
結

ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
定
期
航
路
「
東
京
愛
ら
ん
ど
シ
ャ
ト
ル
」（
東
邦
航

空
）
が
運
航
し
て
お
り
、
八
丈
島
を
基
地
に
青
ヶ
島
、
御
蔵
島
、
三
宅

島
、
利と

島
、
大
島
を
つ
な
い
で
い
る
。

物
価
の
抑
制
に
資
す
る
物
流
コ
ス
ト
の
低
減

特
産
品
の
移
出
や
生
活
物
資
の
移
入
な
ど
島
内
の
産
業
面
お
よ
び
住

民
の
生
活
面
に
お
い
て
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
は
物
流
で
あ
る
。

八
丈
島
の
物
流
は
、定
期
航
空
路
に
よ
る
も
の
が
一
日
三
便
（
現
在
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
た
め
二
～
三
便
）、
定
期
航
路
（
貨
客
船
）

に
よ
る
も
の
が
同
一
便
、
貨
物
船
に
よ
る
も
の
が
週
二
便
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
強
風
の
日
が
極
め
て
多
く
各
輸
送
機
関
の
運
航
が
不
安

定
で
あ
り
、
台
風
や
冬
季
の
荒
天
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
ル
ー
ト
で
欠
航

が
続
く
場
合
も
あ
る
。

物
流
面
で
の
支
援
で
は
、
国
は
「
離
島
活
性
化
交
付
金
制
度
」
の
定

住
促
進
事
業
の
な
か
で
、戦
略
産
品
と
し
て
自
治
体
が
定
め
た
品
目
（
五

品
以
内
）
に
つ
い
て
、移
出
コ
ス
ト
と
原
材
料
な
ど

の
移
入
費
を
補
助
（
最
大
二
分
の
一
）
し
て
い
る
。

ま
た
東
京
都
で
も
、
伊
豆
諸
島
に
お
け
る
海
上

貨
物
運
賃
値
上
げ
に
よ
る
住
民
生
活
へ
の
影
響
を

考
慮
し
、
物
価
の
抑
制
お
よ
び
島
内
産
業
の
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
東
京
都
伊
豆
諸
島

海
上
貨
物
運
賃
補
助
金
」
を
設
け
て
お
り
、
八
丈

島
も
一
部
貨
物
の
運
賃
補
助
を
受
け
て
い
る
（
表

参
照
）。

八
丈
島
は
、
大
手
運
輸
事
業
者
の
営
業
所
が
あ

る
た
め
、
全
国
の
離
島
の
中
で
も
、
本
土
と
の
輸

送
状
況
の
格
差
は
比
較
的
小
さ
い
方
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、「
働
き
方
改
革
」
な
ど
昨
今
の
運

輸
業
界
の
労
働
環
境
改
善
の
流
れ
な
ど
を
受
け
、

八
丈
島
の
物
流
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
出
始
め
て

い
る
。
例
え
ば
、
従
来
の
規
格
外
荷
物
輸
送
サ
ー

ビ
ス
の
廃
止
・
変
更
に
よ
っ
て
、
大
き
な
荷
物
や
重
量
物
の
島
外
か
ら

の
運
送
料
が
高
額
と
な
っ
た
。
運
輸
業
界
に
対
し
て
改
善
要
望
な
ど
を

行
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
地
方
自
治
体
単
体
で
は
影
響
も
限
定
的
で

あ
り
、
国
と
し
て
、
離
島
へ
の
物
流
を
担
う
業
界
へ
の
働
き
か
け
が
可

能
と
な
る
よ
う
な
法
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

補助対象
貨物

プロパンガス、プロ
パンガス空ボンベ、
小麦粉、食用油

野菜・果物 、牛、豚 、肥料 、飼料 、天
草、榊、植木、生花、切葉、木炭、球根、
キヌサヤエンドウ、柘材・桑材 、魚介
類

補助率 100% 50%

東京都伊豆諸島海上貨物運賃補助金の対象貨物および補助率
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は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
影
響
が
こ
れ
に

拍
車
を
か
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

ま
た
、
医
師
・
看
護
師
・
助
産
師
・
薬
剤
師
な
ど
医
療
従
事
者
の
確

保
が
困
難
を
極
め
て
お
り
、
現
在
、
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
、
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
病
院
、
広
尾
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
各
都
立
病
院

な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
な
ん
と
か
運
営
し
て
い
る
。
町
で
医
療
従

事
者
の
募
集
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
、
公
務
員
給
与
規
定
に
も
と
づ
く

給
与
で
は
人
材
が
集
ま
ら
な
い
。
離
島
で
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
を
確

保
す
る
た
め
の
、
国
に
よ
る
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
向
け
た
通
信
基
盤
整
備

本
町
で
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用

い
て
解
決
し
、
有
効
な
取
り
組
み
を
他
島
に
水
平
展
開
す
る
こ
と
で
持

続
可
能
な
島
し
ょ
地
域
の
発
展
モ
デ
ル
を
検
討
・
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
令
和
三
年
度
、
東
京
都
と
連
携
し
「
八
丈
島
デ
ジ
タ
ル
活
用
協

議
会
」
を
設
置
し
た
。
以
降
、
地
元
企
業
や
関
係
団
体
を
交
え
て
議
論

を
行
な
い
、
複
数
の
実
証
事
業
を
立
案
す
る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
て
い
る
。「
八
丈
島
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
ー
ル
」
の
事
例
で
は
、

Ｉ
Ｔ
人
材
の
育
成
を
目
指
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
島
へ
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ

を
組
み
合
わ
せ
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
の
前
提
と
な
る
５
Ｇ
な

厳
し
い
町
営
病
院
の
運
営

医
療
の
確
保
は
、
離
島
関
係
自
治
体
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
責
務
で

あ
り
、
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
う
え
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
で
あ
る
。
本
町
で
は
、東
京
島
し
ょ
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て「
町

立
八
丈
病
院
（
一
般
病
床
五
二
床
、
感
染
症
病
床
二
床
）
の
運
営
を
行
な
い
、

産
婦
人
科
・
小
児
科
、
救
急
医
療
な
ど
の
不
採
算
部
門
の
診
療
や
、
住

民
の
多
様
な
医
療
要
望
に
応
え
、
整
形
外
科
な
ど
の
臨
時
診
療
一
二
科

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機
関
［
※
］
と

し
て
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
島
内
で
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
患
者
を
受
け
入

れ
て
い
る
。

病
院
施
設
や
高
度
医

療
機
器
な
ど
の
維
持
管

理
・
保
守
点
検
な
ど
に

関
す
る
経
費
の
増
加
に

対
応
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
院
外
処
方
の
実

施
や
地
域
包
括
ケ
ア
病

床
の
導
入
な
ど
、
懸
命

な
内
部
努
力
を
実
施
し

て
き
て
い
る
が
、
運
営

町立八丈病院の外観。
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ど
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
島
内
整
備
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
は
、
住
民
の
生
活
を
守
り
、
新
た
な
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
の
獲
得

や
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
う
え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
要
素

で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
地
域
医
療
体
制

の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
５
Ｇ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
活
用
し

た
遠
隔
医
療
の
実
装
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
内
地
（
本
土
）
へ
の
移
動
負

担
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、
島
の
医
療
機
関
に
は
な
い
専
門
科
目
の
遠
隔

診
療
な
ど
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
構
築
し
て
い
く
た
め

に
は
、
通
信
基
盤
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
運
営
経
費
も
含
め
て
、

本
土
と
離
島
と
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
施
策
を
期
待
す
る
。

移
住
促
進
や
関
係
人
口
創
出
に
対
す
る
後
押
し
を

物
流
コ
ス
ト
の
低
減
、
医
療
の
確
保
、
デ
ジ
タ
ル
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は
人
口
減
少
の
問
題
で
あ

る
。
八
丈
町
の
人
口
は
、平
成
元
年
に
一
万
人
を
割
り
こ
ん
で
以
降
、同

一
六
年
に
は
九
千
人
を
、
同
二
六
年
に
は
八
千
人
を
下
回
っ
た
。
わ
が

国
全
体
の
人
口
が
減
少
局
面
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
本
町

の
人
口
減
少
傾
向
は
、
今
後
も
続
く
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

町
で
は
、
移
住
定
住
の
推
進
と
し
て
（
一
社
）
移
住
・
交
流
推
進
機

構
や
民
間
団
体
な
ど
と
の
連
携
・
共
創
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の

活
用
に
よ
り
、
移
住
希
望
者
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

農
業
で
は
、
農
業
担
い
手
育
成
研
修
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
就
農
相
談
窓

口
の
設
置
な
ど
に
よ
り
、
独
立
自
営
で
き
る
農
家
の
育
成
と
就
農
支
援

を
推
進
し
て
い
る
。
漁
業
で
は
、（
公
財
）
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
と

と
も
に
就
業
体
験
事
業
を
行
な
う
ほ
か
、
生
産
者
へ
の
支
援
な
ど
を
通

じ
て
、
新
規
就
業
者
・
後
継
者
の
確
保
を
図
っ
て
い
る
。
加
え
て
「
八

丈
島
デ
ジ
タ
ル
ス
ク
ー
ル
」
に
よ
り
島
内
の
Ｉ
Ｔ
人
材
育
成
は
も
ち
ろ

ん
、
島
外
か
ら
の
受
講
者
に
対
し
町
の
求
人
や
定
住
支
援
情
報
を
紹
介

す
る
な
ど
、
移
住
促
進
に
も
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
。

離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
基
づ
く

施
策
で
は
、
こ
れ
ら
移
住
定
住
の
促
進
や
、
島
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ

を
作
る
「
関
係
人
口
」
の
創
出
に
向
け
た
島
の
取
り
組
み
に
対
す
る
強

力
な
後
押
し
を
期
待
し
た
い
。�

■

新規就農者を育成する農業担い手育成研
修センター。

山下 奉也 （やました ともなり）

昭和 27年生まれ。駒澤大学法学部卒業。八丈
町職員として、産業観光課長・企画財政課長を
歴任、平成21年に副町長、同23年に第7代八丈
町長に就任し、現在3期目を務める。

※二類感染症や新型インフルエンザ等感染症
の患者の入院などを担当する機関。都道府県知
事が指定・認定。


